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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 検 体 を 収 容 す る と と も に 試 験 管 に 挿 入 さ れ る 収 容 部 と 、
　 前 記 収 容 部 の 上 端 に 設 け ら れ て 前 記 試 験 管 の 開 口 端 部 に 載 せ ら れ る フ ラ ン ジ 部 を 有 す る  
検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 収 容 部 は 、 筒 形 状 で あ る 胴 体 部 と 、 前 記 胴 体 部 に 連 な り カ ッ プ 形 状 で あ る 底 部 を 有  
し 、
　 前 記 底 部 は 、 前 記 胴 体 部 か ら 連 な る 内 壁 と 中 心 軸 と の な す 角 が ２ ０ 度 未 満 の 勾 配 を 有 し 、
　 前 記 フ ラ ン ジ 部 の 下 面 に は 、 同 心 円 形 状 の 段 差 が 設 け ら れ 、
　 前 記 段 差 の 高 さ は 、 ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る こ と を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 段 差 の 角 部 に は 面 取 り が 施 さ れ な い こ と を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 底 部 の 外 周 に は 、 円 筒 形 状 で あ っ て 下 面 が 平 面 形 状 で あ る 円 筒 部 が 設 け ら れ る こ と  
を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ４ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 で あ っ て 、
　 前 記 底 部 の 深 さ Ｄ は 、 デ ッ ド ボ リ ュ ー ム の 前 記 検 体 の 液 面 高 さ を Ｅ と す る と き 、 Ｄ ＞ Ｅ  

請求項の数　5　（全11頁）
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で あ る こ と を 特 徴 と す る 検 体 容 器 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 １ に 記 載 の 検 体 容 器 を 含 み 、 前 記 検 体 を 分 析 す る 自 動 分 析 装 置 で あ っ て 、
　 前 記 検 体 容 器 が 前 記 試 験 管 に 対 し て 水 平 方 向 に 位 置 ず れ し た と き に 、 前 記 検 体 の 分 注 に  
用 い ら れ る 検 体 分 注 プ ロ ー ブ を 前 記 底 部 の 内 壁 に 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 前 記 位 置 ず れ を  
補 正 す る こ と を 特 徴 と す る 自 動 分 析 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 自 動 分 析 装 置 で 分 析 さ れ る 検 体 を 収 容 す る 検 体 容 器 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 自 動 分 析 装 置 は 、 血 液 や 尿 等 の 検 体 に 含 ま れ る 特 定 成 分 を 自 動 的 に 定 性 あ る い は 定 量 分  
析 す る 装 置 で あ る 。 自 動 分 析 装 置 で は 、 検 体 が 微 量 で あ る 場 合 、 検 体 の 採 取 に 用 い ら れ た  
試 験 管 の 上 に 載 せ ら れ る 検 体 容 器 に 検 体 を 収 容 し て 扱 う こ と が あ る 。 検 体 容 器 は 試 験 管 に  
比 し て 吸 引 限 界 量 で あ る デ ッ ド ボ リ ュ ー ム が 小 さ く 、 微 量 な 検 体 の 扱 い に 適 し て い る 。 な  
お 試 験 管 の 口 径 は 複 数 種 類 あ り 、 試 験 管 の 種 類 に 応 じ て 検 体 容 器 を 用 意 す る こ と は 手 間 が  
か か る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 口 径 の 異 な る 複 数 種 類 の 試 験 管 に 対 応 可 能 な 検 体 容 器 が 開 示 さ れ る 。  
す な わ ち 、 検 体 を 収 容 す る と と も に 試 験 管 に 挿 入 さ れ る 収 容 部 と 、 収 容 部 の 上 端 に 設 け ら  
れ 試 験 管 の 開 口 端 部 に 載 せ ら れ る フ ラ ン ジ 部 を 有 す る 検 体 容 器 に お い て 、 試 験 管 の 種 類 に  
対 応 す る 同 心 円 形 状 の 複 数 の 段 差 を フ ラ ン ジ 部 の 下 面 に 設 け る こ と が 開 示 さ れ る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 文 献 】 意 匠 第 １ ４ ９ ０ ７ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 特 許 文 献 １ で は 、 試 験 管 の 口 径 の ば ら つ き に 対 す る 配 慮 が 不 十 分 で あ る 。  
試 験 管 の 外 径 は 、 例 え ば φ １ ３ ｍ ｍ の 仕 様 に 対 し て φ １ ０ ｍ ｍ か ら φ １ ３ ｍ ｍ の 範 囲 で ば  
ら つ き 、 そ れ に 応 じ て 試 験 管 の 内 径 も 同 様 に ば ら つ く た め 、 試 験 管 の 上 に 載 せ ら れ る 検 体  
容 器 が 試 験 管 に 対 し て 水 平 方 向 に 位 置 ず れ す る こ と が あ る 。 試 験 管 に 対 す る 検 体 容 器 の 位  
置 ず れ が 大 き い と 、 検 体 容 器 か ら 検 体 を 分 注 す る 検 体 分 注 プ ロ ー ブ が 検 体 容 器 の 内 壁 に 引  
っ 掛 か り 、 所 定 の 高 さ ま で 下 降 で き ず 、 検 体 の 分 注 精 度 を 悪 化 さ せ る こ と が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 本 発 明 は 、 試 験 管 の 口 径 に ば ら つ き が あ る 場 合 で あ っ て も 、 高 精 度 に 検 体 を 分 注  
で き る 検 体 容 器 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 検 体 を 収 容 す る と と も に 試 験 管 に 挿 入 さ れ る 収 容  
部 と 、 前 記 収 容 部 の 上 端 に 設 け ら れ て 前 記 試 験 管 の 開 口 端 部 に 載 せ ら れ る フ ラ ン ジ 部 を 有  
す る 検 体 容 器 で あ っ て 、 前 記 収 容 部 は 、 筒 形 状 で あ る 胴 体 部 と 、 前 記 胴 体 部 に 連 な り カ ッ  
プ 形 状 で あ る 底 部 を 有 し 、 前 記 底 部 は 、 前 記 胴 体 部 か ら 連 な る 内 壁 と 中 心 軸 と の な す 角 が  
２ ０ 度 未 満 の 勾 配 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 試 験 管 の 口 径 に ば ら つ き が あ る 場 合 で あ っ て も 、 高 精 度 に 検 体 を 分 注  
で き る 検 体 容 器 を 提 供 す る こ と が 可 能 と な る 。
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【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 図 １ 】 自 動 分 析 装 置 の 構 成 例 を 示 す 図 。
【 図 ２ 】 検 体 容 器 の 断 面 図 。
【 図 ３ Ａ 】 φ １ ６ 試 験 管 に 載 せ ら れ た 検 体 容 器 を 示 す 図 。
【 図 ３ Ｂ 】 φ １ ３ 試 験 管 に 載 せ ら れ た 検 体 容 器 を 示 す 図 。
【 図 ４ 】 検 体 ラ ッ ク や φ １ ６ 試 験 管 、 φ １ ３ 試 験 管 に 載 せ ら れ た 検 体 容 器 を 示 す 図 。
【 図 ５ 】 検 体 容 器 の 位 置 ず れ を 補 正 す る 動 作 に つ い て 説 明 す る 図 。
【 図 ６ 】 検 体 容 器 の 底 部 の 形 状 に つ い て 説 明 す る 図 。
【 図 ７ 】 検 体 容 器 の 底 部 の 形 状 に つ い て 説 明 す る 図 。
【 図 ８ 】 φ １ ６ 試 験 管 に 傾 い た 状 態 で 載 せ ら れ た 検 体 容 器 を 示 す 図 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 以 下 、 添 付 図 面 に 従 っ て 本 発 明 に 係 る 自 動 分 析 装 置 の 好 ま し い 実 施 例 に つ い て 説 明 す る  
。 自 動 分 析 装 置 は 、 血 液 や 尿 等 の 検 体 に 試 薬 を 反 応 さ せ た 反 応 液 を 用 い て 検 体 を 分 析 す る  
装 置 で あ る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ を 用 い て 、 実 施 例 １ の 自 動 分 析 装 置 の 全 体 構 成 の 一 例 を 説 明 す る 。 自 動 分 析 装 置 は  
、 検 体 搬 送 部 １ ０ ２ 、 試 薬 デ ィ ス ク １ ０ ４ 、 検 体 分 注 部 １ ０ ５ 、 試 薬 分 注 部 １ ０ ６ 、 反 応  
デ ィ ス ク １ ０ ７ 、 測 定 部 １ ０ ８ 、 制 御 部 １ １ ３ を 備 え る 。 以 下 、 各 部 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 検 体 搬 送 部 １ ０ ２ は 、 血 液 や 尿 等 の 検 体 を 収 容 し 、 検 体 ラ ッ ク １ ０ ９ に 載 置 さ れ る 試 験  
管 １ ０ １ を 検 体 分 注 部 １ ０ ５ が ア ク セ ス で き る 位 置 ま で 搬 送 す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 検 体 分 注 部 １ ０ ５ は 、 検 体 搬 送 部 １ ０ ２ に よ っ て 搬 送 さ れ た 試 験 管 １ ０ １ か ら 反 応 デ ィ  
ス ク １ ０ ７ に 配 置 さ れ た 反 応 容 器 １ １ １ へ 検 体 を 分 注 す る 。 検 体 の 分 注 に は 、 検 体 分 注 部  
１ ０ ５ が 備 え る 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ が 用 い ら れ る 。 す な わ ち 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０  
５ ａ は 試 験 管 １ ０ １ に 挿 入 さ れ て 検 体 を 吸 引 し た の ち 、 反 応 容 器 １ １ １ へ 移 動 し て 検 体 を  
吐 出 す る 。 な お 検 体 が 微 量 で あ る 場 合 は 、 図 ２ を 用 い て 後 述 さ れ る 検 体 容 器 ２ ０ ０ に 検 体  
が 移 し 替 え ら れ る 。 検 体 容 器 ２ ０ ０ は 試 験 管 １ ０ １ の 上 に 載 せ ら れ て 使 用 さ れ 、 試 験 管 １  
０ １ に 比 し て 吸 引 限 界 量 で あ る デ ッ ド ボ リ ュ ー ム が 小 さ い の で 、 微 量 な 検 体 の 扱 い に 適 す  
る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 反 応 デ ィ ス ク １ ０ ７ は 、 円 周 状 に 備 え ら れ る 複 数 の 反 応 容 器 １ １ １ を 所 定 の 温 度 範 囲 に  
保 温 す る と と も に 、 検 体 が 分 注 さ れ た 反 応 容 器 １ １ １ を 試 薬 分 注 部 １ ０ ６ が ア ク セ ス で き  
る 位 置 ま で 搬 送 す る 。 試 薬 デ ィ ス ク １ ０ ４ は 、 分 析 に 使 用 さ れ る 試 薬 を 収 容 す る 試 薬 容 器  
１ ０ ３ を 所 定 の 温 度 範 囲 で 保 管 す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 試 薬 分 注 部 １ ０ ６ は 、 試 薬 デ ィ ス ク １ ０ ４ が 保 管 す る 試 薬 容 器 １ ０ ３ か ら 検 体 が 分 注 さ  
れ た 反 応 容 器 １ １ １ へ 試 薬 を 分 注 す る 。 試 薬 の 分 注 に は 、 試 薬 分 注 部 １ ０ ６ が 備 え る 試 薬  
分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ６ ａ が 用 い ら れ る 。 す な わ ち 試 薬 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ６ ａ は 試 薬 容 器 １ ０  
３ に 挿 入 さ れ て 試 薬 を 吸 引 し た の ち 、 反 応 容 器 １ １ １ へ 移 動 し て 試 薬 を 吐 出 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 検 体 と 試 薬 が 分 注 さ れ た 反 応 容 器 １ １ １ は 、 攪 拌 部 １ １ ２ が ア ク セ ス で き る 位 置 ま で 反  
応 デ ィ ス ク １ ０ ７ に よ っ て 搬 送 さ れ る 。 攪 拌 部 １ １ ２ は 、 反 応 容 器 １ １ １ の 中 の 検 体 と 試  
薬 を 撹 拌 す る 。 反 応 デ ィ ス ク １ ０ ７ に よ る 保 温 と 攪 拌 部 １ １ ２ に よ る 攪 拌 に よ っ て 、 反 応  
容 器 １ １ １ の 中 の 検 体 と 試 薬 の 反 応 が 促 進 し 、 反 応 液 が 生 成 さ れ る 。 反 応 デ ィ ス ク １ ０ ７  
は 、 反 応 液 が 収 容 さ れ る 反 応 容 器 １ １ １ を 測 定 部 １ ０ ８ へ 搬 送 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
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　 測 定 部 １ ０ ８ は 、 反 応 容 器 １ １ １ に 収 容 さ れ る 反 応 液 の 物 理 特 性 、 例 え ば 発 光 量 、 散 乱  
光 量 、 透 過 光 量 、 電 流 値 、 電 圧 値 等 を 測 定 す る 。 な お 測 定 さ れ る 物 理 特 性 は こ れ ら に 限 定  
さ れ な い 。 測 定 部 １ ０ ８ に よ っ て 測 定 さ れ た 物 理 特 性 は 制 御 部 １ １ ３ へ 送 信 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 制 御 部 １ １ ３ は 、 測 定 部 １ ０ ８ か ら 送 信 さ れ る 物 理 特 性 を 受 信 し て 分 析 結 果 を 出 力 し た  
り 格 納 し た り す る と と も に 、 自 動 分 析 装 置 が 備 え る 各 部 を 制 御 す る 装 置 で あ り 、 例 え ば い  
わ ゆ る コ ン ピ ュ ー タ に よ っ て 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 図 ２ を 用 い て 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ に つ い て 説 明 す る 。 な お 図 ２ は 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 中 心  
軸 ２ ０ ５ に 沿 う 断 面 図 で あ る 。 検 体 容 器 ２ ０ ０ は 、 中 心 軸 ２ ０ ５ の 周 り の 回 転 体 で あ り 、  
収 容 部 ２ ０ １ と 、 フ ラ ン ジ 部 ２ １ ０ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 収 容 部 ２ ０ １ は 、 検 体 を 収 容 す る と と も に 試 験 管 １ ０ １ に 挿 入 さ れ 、 筒 形 状 の 胴 体 部 ２  
０ ２ と 、 胴 体 部 ２ ０ ２ に 連 な る カ ッ プ 形 状 の 底 部 ２ ０ ３ を 有 す る 。 胴 体 部 ２ ０ ２ に は 、 上  
端 部 か ら 下 端 部 に 向 か う に 従 っ て 内 径 が 小 さ く な る よ う に 、 内 壁 に 勾 配 が 設 け ら れ て も よ  
く 、 胴 体 部 ２ ０ ２ の 内 壁 と 中 心 軸 ２ ０ ５ と の な す 角 を θ ２ と す る 。 な お 胴 体 部 ２ ０ ２ の 厚  
さ は 略 均 一 で あ る の で 、 内 壁 に 勾 配 が 設 け ら れ る 場 合 、 外 壁 に も 勾 配 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 底 部 ２ ０ ３ は 、 胴 体 部 ２ ０ ２ に 連 な る 内 壁 と 中 心 軸 ２ ０ ５ と の な す 角 θ １ が ２ ０ 度 未 満  
の 勾 配 を 有 し 、 θ １ ＞ θ ２ で あ る 。 ま た 底 部 ２ ０ ３ の 外 周 に は 、 円 筒 形 状 で あ っ て 下 面 が  
平 面 形 状 で あ る 円 筒 部 ２ ０ ４ が 設 け ら れ て も 良 い 。 円 筒 部 ２ ０ ４ が 設 け ら れ る こ と に よ り  
、 検 体 容 器 ２ ０ ０ は 自 立 可 能 に な る 。 検 体 容 器 ２ ０ ０ の デ ッ ド ボ リ ュ ー ム は 底 部 ２ ０ ３ の  
内 面 形 状 に よ っ て 定 め ら れ 、 デ ッ ド ボ リ ュ ー ム を 大 き く す る に は 、 底 部 の 内 径 が よ り 小 さ  
い こ と が 好 ま し い 。 た だ し 、 微 量 な 検 体 を 吸 引 す る た め に 、 底 部 ２ ０ ３ の 底 面 か ら １ ｍ ｍ  
程 度 の 高 さ ま で 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ が 挿 入 で き る こ と が 好 ま し い の で 、 そ の 高 さ に  
お け る 底 部 ２ ０ ３ の 内 径 は 、 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ の 外 径 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 フ ラ ン ジ 部 ２ １ ０ は 、 収 容 部 ２ ０ １ の 上 端 に 設 け ら れ て 試 験 管 １ ０ １ の 開 口 端 部 に 載 せ  
ら れ 、 第 一 側 面 ２ １ １ 、 第 一 下 面 ２ １ ２ 、 第 二 側 面 ２ １ ３ 、 第 二 下 面 ２ １ ４ を 有 す る 。 フ  
ラ ン ジ 部 ２ １ ０ が 第 一 下 面 ２ １ ２ と 第 二 下 面 ２ １ ４ と の 間 の 段 差 を 備 え る こ と に よ っ て 、  
検 体 容 器 ２ ０ ０ は 異 な る 口 径 の 試 験 管 １ ０ １ に 対 応 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 ３ Ａ と 図 ３ Ｂ を 用 い て 、 異 な る 口 径 の 試 験 管 １ ０ １ に 載 せ ら れ た 検 体 容 器 ２ ０ ０ に つ  
い て 説 明 す る 。 な お 図 ３ Ａ に は 外 径 が １ ６ ｍ ｍ で あ る φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ に 載 せ ら れ た  
検 体 容 器 ２ ０ ０ が 示 さ れ 、 図 ３ Ｂ に は 外 径 が １ ３ ｍ ｍ で あ る φ １ ３ 試 験 管 １ ０ １ ｂ に 載 せ  
ら れ た 検 体 容 器 ２ ０ ０ が 示 さ れ る 。 試 験 管 １ ０ １ の 外 径 は １ ６ ｍ ｍ や １ ３ ｍ ｍ に 限 定 さ れ  
な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 検 体 容 器 ２ ０ ０ が φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ に 載 せ ら れ る 場 合 、 φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ の 開  
口 端 部 に は 第 一 下 面 ２ １ ２ が 接 触 し 、 第 二 側 面 ２ １ ３ と φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ の 内 壁 と の  
距 離 に よ っ て 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 水 平 方 向 の 位 置 ず れ が 制 限 さ れ る 。 な お 検 体 容 器 ２ ０ ０ が  
φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ の 中 に 落 ち な い よ う に 、 第 一 側 面 ２ １ １ の 外 径 は φ １ ６ 試 験 管 １ ０  
１ ａ の 内 径 よ り も 大 き く さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 検 体 容 器 ２ ０ ０ が φ １ ３ 試 験 管 １ ０ １ ｂ に 載 せ ら れ る 場 合 、 φ １ ３ 試 験 管 １ ０ １ ｂ  
の 開 口 端 部 に は 第 二 下 面 ２ １ ４ が 接 触 し 、 胴 体 部 ２ ０ ２ の 外 壁 と φ １ ３ 試 験 管 １ ０ １ ｂ の  
内 壁 と の 距 離 に よ っ て 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 水 平 方 向 の 位 置 ず れ が 制 限 さ れ る 。 な お 検 体 容 器  
２ ０ ０ が φ １ ３ 試 験 管 １ ０ １ ｂ の 中 に 落 ち な い よ う に 、 第 二 側 面 ２ １ ３ の 外 径 は φ １ ３ 試  
験 管 １ ０ １ ｂ の 内 径 よ り も 大 き く さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】



10

20

30

40

50

JP 7595157 B2 2024.12.5(5)

　 な お 検 体 容 器 ２ ０ ０ は 、 試 験 管 １ ０ １ に 載 せ ら れ る だ け で は な く 、 図 ４ に 例 示 さ れ る よ  
う に 検 体 ラ ッ ク １ ０ ９ に 載 せ ら れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 と こ ろ で 試 験 管 １ ０ １ の 口 径 、 す な わ ち 外 径 と 内 径 は メ ー カ に よ っ て ば ら つ く の で 、 第  
二 側 面 ２ １ ３ や 胴 体 部 ２ ０ ２ の 外 壁 と 試 験 管 １ ０ １ の 内 壁 と の 距 離 も ば ら つ き 、 そ の 結 果  
、 検 体 容 器 ２ ０ ０ が 試 験 管 １ ０ １ に 対 し て 水 平 方 向 に 大 き く 位 置 ず れ す る こ と が あ る 。 検  
体 容 器 ２ ０ ０ の 位 置 ず れ が 大 き い と 、 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ が 底 部 ２ ０ ３ の 内 壁 に 引  
っ 掛 か り 、 所 定 の 高 さ ま で 下 降 で き ず 、 検 体 の 分 注 精 度 を 悪 化 さ せ る こ と が あ る 。 実 施 例  
１ で は 、 適 切 な 勾 配 を 有 す る 底 部 ２ ０ ３ の 内 壁 に 、 適 切 な 速 度 で 下 降 す る 検 体 分 注 プ ロ ー  
ブ １ ０ ５ ａ を 接 触 さ せ る こ と に よ り 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 水 平 方 向 の 位 置 ず れ を 補 正 す る 。  
す な わ ち 底 部 ２ ０ ３ の 内 壁 に は ２ ０ 度 未 満 の 勾 配 が 設 け ら れ る の で 、 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １  
０ ５ ａ が 底 部 ２ ０ ３ の 内 壁 に 接 触 す る こ と で 生 じ る 水 平 方 向 の 推 進 力 に よ っ て 検 体 容 器 ２  
０ ０ の 水 平 方 向 の 位 置 ず れ が 補 正 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 図 ５ を 用 い て 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 水 平 方 向 の 位 置 ず れ を 補 正 す る 動 作 に つ い て 説 明 す る  
。 （ １ ） に は 、 φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ に 対 し て 水 平 方 向 の 位 置 が ず れ た 検 体 容 器 ２ ０ ０ が  
示 さ れ る 。 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 位 置 ず れ は 、 φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ の 内 径 と 第 二 側 面 ２ １ ３  
の 外 径 と の 差 異 に よ っ て 制 限 さ れ る 。 次 に （ ２ ） に お い て 、 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ が  
適 切 な 速 度 で 下 降 す る 過 程 で 、 底 部 ２ ０ ３ の 内 壁 に 接 触 す る こ と で 、 水 平 方 向 の 推 進 力 が  
生 じ る 。 （ ３ ） に は 、 推 進 力 に よ っ て 、 φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ に 対 す る 水 平 方 向 の 位 置 ず  
れ が 補 正 さ れ た 検 体 容 器 ２ ０ ０ が 示 さ れ る 。 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 水 平 方 向 の 位 置 ず れ が 補 正  
さ れ る こ と に よ り 、 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ は 底 部 ２ ０ ３ の 内 壁 に 引 っ 掛 か ら ず に 所 定  
の 高 さ ま で 下 降 可 能 と な り 、 検 体 を 高 精 度 に 分 注 で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 発 明 者 ら は 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 試 作 ・ 実 験 に よ っ て 、 底 部 ２ ０ ３ の 内 壁 と 中 心 軸 ２  
０ ５ と の な す 角 θ １ が ２ ０ 度 未 満 で あ る こ と が 好 ま し い こ と を 見 出 し た 。 す な わ ち θ １ ＜  
２ ０ 度 で あ る と き 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 位 置 ず れ を よ り 適 切 に 補 正 で き る 。 ま た 図 ５ で は 、  
φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ に 対 す る 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 位 置 ず れ を 補 正 す る 動 作 に つ い て 説 明 し  
た が 、 φ １ ３ 試 験 管 １ ０ １ ｂ に 対 す る 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 位 置 ず れ も 、 図 ５ と 同 様 の 動 作 に  
よ っ て 補 正 で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 図 ６ を 用 い て 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 位 置 ず れ を 補 正 可 能 な 底 部 ２ ０ ３ の 形 状 に つ い て 説 明  
す る 。 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ を 底 部 ２ ０ ３ の 内 壁 に 接 触 さ せ る こ と に よ っ て 検 体 容 器  
２ ０ ０ の 位 置 ず れ を 補 正 す る に は 、 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ が 胴 体 部 ２ ０ ２ の 内 壁 に 接  
触 し な い こ と 、 す な わ ち 次 式 が 成 り 立 つ こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 　 Ｂ ＞ Ａ ＋ Ｃ ／ ２     … （ 式 １ ）
こ こ で 、 Ａ は 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 位 置 ず れ 量 、 Ｂ は 底 部 ２ ０ ３ の 上 端 部 に お け る 半 径 、 Ｃ は  
検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ の 外 径 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 ７ を 用 い て 、 検 体 の 吸 引 に 適 す る 底 部 ２ ０ ３ の 形 状 に つ い て 説 明 す る 。 検 体 容 器 ２ ０  
０ に 収 容 さ れ る 微 量 の 検 体 、 例 え ば デ ッ ド ボ リ ュ ー ム の 検 体 を 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ  
に 吸 引 さ せ る に は 、 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ の 先 端 が 底 部 ２ ０ ３ か ら 適 度 に 離 れ て い る  
こ と が 好 ま し い 。 例 え ば デ ッ ド ボ リ ュ ー ム の 検 体 の 液 面 高 さ Ｅ か ら 深 さ Ｆ ま で 挿 入 さ れ た  
検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ の 先 端 は 、 底 部 ２ ０ ３ の 底 面 か ら Δ １ 以 上 の 距 離 を 有 す る こ と  
、 す な わ ち 次 式 が 成 り 立 つ こ と が 好 ま し い 。 Δ １ は 例 え ば １ ｍ ｍ で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 　 Ｅ － Ｆ ≧ Δ １     … （ 式 ２ ）
　 ま た 液 面 高 さ Ｅ か ら 深 さ Ｆ ま で 挿 入 さ れ た 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ が 底 部 ２ ０ ３ の 内  
壁 に 接 触 し な い よ う に 、 次 式 が 成 り 立 つ こ と が 好 ま し い 。



10

20

30

40

50

JP 7595157 B2 2024.12.5(6)

【 ０ ０ ３ ４ 】
　 　 Ｇ ＞ Ｃ     … （ 式 ３ ）
こ こ で 、 Ｇ は 液 面 高 さ Ｅ － Ｆ に お け る 底 部 ２ ０ ３ の 内 径 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 さ ら に 、 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ の 先 端 が 胴 体 部 ２ ０ ２ と 底 部 ２ ０ ３ と の 境 目 に 引 っ  
掛 か る こ と を 避 け る た め に 、 底 部 ２ ０ ３ の 深 さ Ｄ は デ ッ ド ボ リ ュ ー ム の 検 体 の 液 面 高 さ Ｅ  
よ り も 深 い こ と 、 す な わ ち 次 式 が 成 り 立 つ こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 　 Ｄ ＞ Ｅ     … （ 式 ４ ）
　 ま た 検 体 容 器 ２ ０ ０ は 、 図 ８ に 例 示 さ れ る よ う に 、 φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ に 傾 い た 状 態  
で 載 せ ら れ る 場 合 が あ る 。 検 体 容 器 ２ ０ ０ が 傾 い た 状 態 で は 、 検 体 分 注 プ ロ ー ブ １ ０ ５ ａ  
は 検 体 を 正 確 に 分 注 で き な い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 実 施 例 １ で は 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ を 載 せ た 試 験 管 １ ０ １ が 搬 送 さ れ る 過 程 に お い て 、 搬 送  
路 の 凹 凸 に 基 づ く 振 動 に よ っ て 、 φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ に 対 し て 検 体 容 器 ２ ０ ０ が 平 行 な  
状 態 、 す な わ ち 図 ３ Ａ に 例 示 さ れ る 状 態 に な る よ う に す る 。 す な わ ち 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ が  
φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ の 開 口 端 部 と の 接 触 点 を 支 点 と し て 、 振 動 に よ っ て 振 り 子 運 動 を す  
る こ と に よ り 、 φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ に 対 し て 傾 い た 状 態 か ら 平 行 な 状 態 へ 遷 移 す る 。 特  
に φ １ ６ 試 験 管 １ ０ １ ａ に 挿 入 さ れ る 収 容 部 ２ ０ １ は 、 上 端 の 外 径 に 比 し て 下 端 の 外 径 が  
小 さ い の で 、 振 り 子 運 動 に 適 し て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 な お 発 明 者 ら は 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 試 作 ・ 実 験 に よ っ て 、 段 差 の 外 径 、 す な わ ち 第 二 側  
面 ２ １ ３ の 外 径 を 底 部 ２ ０ ３ の 外 径 で 除 し た 値 が １ ． ６ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い こ と を  
見 出 し た 。 ま た 発 明 者 ら は 、 試 験 管 １ ０ １ の 中 心 軸 と 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 中 心 軸 が 一 致 し て  
い る と き 、 試 験 管 １ ０ １ の 内 壁 と 底 部 ２ ０ ３ の 外 壁 と の 隙 間 が ２ ． ３ ｍ ｍ 以 上 で あ る こ と  
が 好 ま し い こ と を 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 試 作 ・ 実 験 に よ っ て 見 出 し た 。 す な わ ち 試 験 管 １ ０  
１ の 内 壁 と 底 部 ２ ０ ３ の 外 壁 と の 間 に 適 切 な 隙 間 が 設 け ら れ る こ と に よ り 、 検 体 容 器 ２ ０  
０ が 傾 い た 状 態 か ら 平 行 な 状 態 へ 遷 移 す る 振 り 子 運 動 が 可 能 に な る 。 な お 底 部 ２ ０ ３ の 外  
周 に 円 筒 部 ２ ０ ４ が 設 け ら れ る 場 合 は 、 円 筒 部 ２ ０ ４ の 外 壁 と 試 験 管 １ ０ １ の 内 壁 と の 間  
に 適 切 な 隙 間 が 設 け ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 底 部 ２ ０ ３ の 外 径 が 収 容 部 ２ ０ １ の 上 端 の 外 径 よ り も 小 さ い こ と に よ り 、 検 体 容 器  
２ ０ ０ を 試 験 管 １ ０ １ に 挿 入 し や す く な る と と も に 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 挿 入 時 に 試 験 管 １  
０ １ の 中 の 空 気 が 抜 け や す く な る 。 空 気 が 抜 け に く い 場 合 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ は 試 験 管 １ ０  
１ の 中 へ ゆ っ く り と 落 下 し な が ら 挿 入 さ れ る の で 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 落 下 中 に 振 動 が 加 わ  
る と 検 体 が こ ぼ れ る 懸 念 が あ る も の の 、 実 施 例 １ の 検 体 容 器 ２ ０ ０ で は そ の よ う な 懸 念 が  
解 消 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 検 体 容 器 ２ ０ ０ の 段 差 の 角 部 ２ １ ５ に は 面 取 り が 施 さ れ な い こ と が 好 ま し い 。 角 部  
２ １ ５ に 面 取 り が 施 さ れ て い る と 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ は 振 動 に よ っ て 平 行 な 状 態 か ら 傾 い た  
状 態 に 遷 移 し や す く な る 。 そ こ で 、 角 部 ２ １ ５ に 面 取 り を 施 さ な い こ と に よ り 、 試 験 管 １  
０ １ に 対 し て 平 行 な 状 態 で あ る 検 体 容 器 ２ ０ ０ が 、 搬 送 路 の 凹 凸 に 基 づ く 振 動 に よ っ て 傾  
い た 状 態 に 遷 移 し に く く す る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ま た 段 差 の 高 さ 、 す な わ ち 第 一 下 面 ２ １ ２ に 対 す る 第 二 下 面 の 高 さ は 、 搬 送 路 の 凹 凸 の  
高 さ 以 上 で あ る こ と が 好 ま し い 。 段 差 の 高 さ が 凹 凸 の 高 さ 以 上 で あ る こ と に よ り 、 検 体 容  
器 ２ ０ ０ が 振 動 に よ っ て 平 行 な 状 態 か ら 傾 い た 状 態 に 遷 移 す る こ と を 抑 制 で き る 。 な お 検  
体 容 器 ２ ０ ０ を 傾 い た 状 態 か ら 平 行 な 状 態 に 遷 移 さ せ る に は 、 段 差 の 高 さ は よ り 低 い 方 が  
好 ま し い 。 発 明 者 ら は 、 検 体 容 器 の 試 作 ・ 実 験 に よ っ て 、 段 差 の 高 さ は ０ ． ５ ｍ ｍ ～ ２ ．  
０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る こ と が 好 ま し い こ と を 見 出 し た 。 す な わ ち 段 差 の 高 さ が ０ ． ５ ｍ ｍ ～  
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２ ． ０ ｍ ｍ の 範 囲 で あ る と き 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ は 傾 い た 状 態 か ら 平 行 な 状 態 に 遷 移 し や す  
く 、 平 行 な 状 態 か ら 傾 い た 状 態 に 遷 移 し に く い の で 、 検 体 容 器 ２ ０ ０ を 平 行 な 状 態 に 保 つ  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 の 実 施 例 に つ い て 説 明 し た 。 本 発 明 は 上 記 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な  
く 、 発 明 の 要 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で 構 成 要 素 を 変 形 し て も 良 い 。 ま た 、 上 記 実 施 例 に 開 示  
さ れ て い る 複 数 の 構 成 要 素 を 適 宜 組 み 合 わ せ て も 良 い 。 さ ら に 、 上 記 実 施 例 に 示 さ れ る 全  
構 成 要 素 か ら い く つ か の 構 成 要 素 を 削 除 し て も 良 い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 １ ０ １ ： 試 験 管 、 １ ０ １ ａ ： φ １ ６ 試 験 管 、 １ ０ １ ｂ ： φ １ ３ 試 験 管 １ ０ ２ ： 検 体 搬 送  
部 、 １ ０ ３ ： 試 薬 容 器 、 １ ０ ４ ： 試 薬 デ ィ ス ク 、 １ ０ ５ ： 検 体 分 注 部 、 １ ０ ５ ａ ： 検 体 分  
注 プ ロ ー ブ 、 １ ０ ６ ： 試 薬 分 注 部 、 １ ０ ６ ａ ： 試 薬 分 注 プ ロ ー ブ 、 １ ０ ７ ： 反 応 デ ィ ス ク  
、 １ ０ ８ ： 測 定 部 、 １ ０ ９ ： 検 体 ラ ッ ク 、 １ １ ０ ： 洗 浄 槽 、 １ １ １ ： 反 応 容 器 、 １ １ ２ ：  
攪 拌 部 、 １ １ ３ ： 制 御 部 、 ２ ０ ０ ： 検 体 容 器 、 ２ ０ １ ： 収 容 部 、 ２ ０ ２ ： 胴 体 部 、 ２ ０ ３  
： 底 部 、 ２ ０ ４ ： 円 筒 部 、 ２ ０ ５ ： 中 心 軸 、 ２ １ ０ ： フ ラ ン ジ 部 、 ２ １ １ ： 第 一 側 面 、 ２  
１ ２ ： 第 一 下 面 、 ２ １ ３ ： 第 二 側 面 、 ２ １ ４ ： 第 二 下 面 、 ２ １ ５ ： 角 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ Ａ 】 【 図 ３ Ｂ 】

【 図 ４ 】 【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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